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1957年，サウスカロナイナ大学に交換教授で滞在中，
この医科大学では 2年迄に欠点が 2つ以上あれば放校， 
3年以後では i度のみ再試験を許可するとのことであっ
た。とにかく日本の医学教育について最近委員会が発足
したと聞くが，アメリカの医学教育などを他山の石とし
インターン制度も廃|インターン，当直医，専門制度が て反省するのがよいのではあるまいか。こうして医学，
|ある。
| 医術の先進の教えるものを身につけて始めて医師が誕生
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4年制の大学を卒業した者から医 指導力をもっている。師会が全国一斉に学力適性試験令
行なつで，医学部受験資格を与え 医道については，学部長，教授を通じて医学史と共に
る。さらに各医学校では将来医師i
としての適性を調査した上で，再 講義を欠かさないのみならず，また先進を讃える催しを
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時間。 I程500時間と休眠中氏研究ぞ奨励
昌した後に証書を渡され1一人一人ヒポクラテスの誓詞をする。
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哲と探' 提目道前る医のあ別刷示特医明の。りていまいなあつがあ』に画探い道企目な医ののし
と医道についての関心が払われていないことである。
自分が 1928年にシンシナチ一大学に留学していた頃
アメリカの医学校はまだ A，B，C クラスがあったの
で， 92校を 70校にきりつめて Aクラス統ーを完成しつ
つあった。即ち Aクラスは高等学校を出て， 3年以上の
進学課程を必要とし， Bクラスは 2年の課程を， Cクラ
スは高校から直接入学するわけである。これから約 20
年後，日本の医学教育はBクラスに統一された。これは
フィリピン， タイ，台湾， パラグァイ等のレベノレであ
る。欧米はすべてAクラスであり，現在ではアメリカで
は事実上進学課程は 4年となっている。その上インター
ン制度，当直制度が充実し，講習会が医師会によって盛
大に行なわれているなど，卒業後の教育も完備している
のを知ると同時に日本と同じ頃，徒弟教育から始めた医
学教育が今日の状態になる迄の医師会の努力には学ぶべ
きものがあろう。
アメリカ医学教育の目ざすものは，生物学者であり，
考える医者であり， good care of patientsであるよう
である。また医師会は医師の養成についての自主性をも
っておるのみならず，医学教育，医療制度について強い
英国では医の道は t 3 Hでt Head，Hand，Heartで
あるという。しかし現在の社会保健制度においては，こ
れに医権が加わってt Igaku，Ijutsu，Ido，Iken即ち 
4 1であろう。
先ず医学，医術についてt 1 医学とは人の生命の諸t
現象を科学的に追求するものであり 2，医術とは疾病t 
の診断と治療への応用であり，予防であり，また健康増
進のためのものでもあろう。 
Sir M. Fosterの Historyof Physiologyに(これ
は，小野紀美子訳， 16，17，18世紀の生理学史として，医
歯薬出版社から近刊される)“科学の結果については全
てがその人のものではない。それは生きているものが生
きていたものを食べて生きていると同じであるぺ とい
うのがある。医学，医術においても，先進の研究した結
果を受けつぐことが重要であることは論を待たない。
そこで我国の医学教育について考えるために，日米の
それについて比較してみることにする。
これで気のつくことは日本の医学教育課程では，研究
日 本 アメリカ 
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する。 
UNESCOには生涯教育 (Life-Iongintegrated edu-
cation)ということがあるが，医学， 医術においてはこ
のことが殊に重要であろう。それは医学，医術の研究は
日進月歩であるからである。もちろん，補習講座，各専
門の学会はある。しかし古来医師は病者を治療し，経験
し，これを後進に伝えるものでなければならないといわ
れて来た。このことは現在では医学，医術に身をおくも
のは研究し，発表するものでなければなるまい。そこで
研究についての先進の教えるものについて考えて見た
い。これについては William Harvey (1628)の Ex-
ercitatio anatomica de motu cordis et sanguinis 
in Animalibsと C1aude Bernard (1865) の Intro-
duction A l'etude de la medecine experimentale 
がある。これらはいづれも邦文訳が岩波文庫として出版
されているが，これらは研究のあり方について後進へよ
く教えている。これをもとにして研究のあり方について
先進の教えるものを述べることにする。
先ず“まちがいのないものを求める心が大切であろ
う"。ハーベーは“真理のみを追求した"といい， 吉益
東洞 (1702-1773)は“誠は天の道なり"。といった。日
本生理学の創始者であった大沢謙二先生は陽明学の“格
物致知"を門下に示された。また恩師の生沼曹六先生は 
“Gakumon wa 恥1akoto wo aisuru Kokoro kara 
unlareru"と弟子たちに書き与えられた。
次に研究のテーマを自然に求める心で、ある，これにつ
いてはベルナールは“何ら先入観なく自然の語るを聞
き，自然の口授のもとに事実を書きとるに過ぎない"と
医学序説に書き残した。またハーベーは“他人の著書や
論文からでなく心臓から学んだ"。 といい， ケンブリッ
Seeは“1947)，. Barcroft (1872J.ヂ大学で師事した 
and do，don't think too much" ということを教え
た。これは吉益東洞の“先物実試"と同じものであろ
フ。
こうしてテーマを得たら実験方法の考案とその結果へ
の推理ということになる。実験方法の重要なことは， 
Erasistratus (B. C. 310-250)は死体解剖によって常
に動脈が空であることを知って，ここは Pneumaが流
れるとした。 Galen(130-210)は生体解剖によって，動
脈を切ると血液が噴出したので動脈を血液が流れること
心が大切で、ある。これについてはパブロフは彼がノーベ
ル賞を受けた消化生理の著書の中に“この小胃の実験は
自分より前に欧州、|の人々が行なったが成功しなかった。
自分は動物をいたわり，寝食を共にしたので・うまくいっ
たのである"。と書:It、ている。 また同じくノーベノレ賞を
受けたオックスフォードの C.S. Sherrington (1857-
1952) も或る知名な日本の医師の論文を見て“こんな残
酷な実験をする人の dataは信用しない"といったとの
ことである。
ベJレナー  lレは実験結果の推理の重要性について述べ
た。即ち Fabricius(1537-1619)は静脈弁の解剖を完成
しながら，この弁の機能について血液が静脈を通じて心
臓から末梢へ流れるのを調節すると推理を誤まった。ま
た Aselli(158ト1626)も乳腺管を発見しながら， これ
により乳聴を肝臓に流し血液に変えるとして，これも亦
結果の推理を誤った。これらの俊秀でさえ，ガレンの医
学をもとに推理したことによってかかる誤ちを犯したの
であった。これは権，成の亡霊に捕えられるのである。こ
れについてハーベーは“凡ての人間において習慣即ち一
度種を蒔かれ，地中に根づいた謂わば第 2の性となった
説は，非常に力強いものである"と警告した。ホスター
はその生理学史のしめくくりに，“我々は次の質問をた
づねてもよいであろう"といって，真実だとその時代の
ものが思ったものも 100年後にはぴっこを51いているこ
とがよくわかるように，我々のものも亦 100年後にはび
っこを百|いていて耳Gかしいものであろう，というのであ
る。これは現在まちがいないと考えられるものも常に疑
をもって反省しなければならないことを教えた。もしそ
うで、なければベルナールのいう“実験と推理の確かさの
重要さ"を忘れることになるであろう。
こうした研究の課程において，他との協力が大切であ
る。ハーベーは“すべての人は誰からでも学ぶところが
あるのであって，老人が若いものから，聡明な人が愚鈍
な者から学びうることさえある"とその名著の序文に
残した。研究の真の協力こそ，学聞を進め，研究生活を
豊かにするものである。一方ベlレナールはこの協力につ
いて“ベーコンが言ったごとく，人間的感情によって濡
れた眼を決して持たないように心掛けねばならない"と
戒しめた。また自己の学説を余りに信用する人は，必ず
他人の学説を十分に信用しないということになる。この 
を知った。 Harvey(1578-1657)は比較解剖，生理的実 1寺他人を軽蔑するこの人の， JI国裡に君臨している思想は
験法によって血液は循環することの概念を得た。こうし 他人の学説の欠点、を発見し，これに反対しようと努力す
た古今の英才をしても研究結果はその方法から一歩も出 る思想である"とつけ加えている。こうしたことにハ
ないことがわかる。即ち実験方法の考案こそ研究には重 ーベーもまた“心ない人達と話合いをするな"。 と戒め
要であることを教えた。こうした実験の場合いたわりの た。研究の協力については常にこうした 2つのことを心
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におくのがよいのであろう。
研究の結果については発表の義務がある。ラヂウムの
発見者マダムキューリーはラヂウムが癌治療に有効であ
ることが認められた時，米国からその権利を高価で買い
に来た人に“研究者は結果を発表する義務はあるが，そ
れによって金や名誉を得る権利はないので， どうぞヘ
といったとのことである。 Servetus (1511-1553) は 
1553年肺循環について Christianismi restitutioを発
表して，その次の年に神を胃潰したものとして火刑にあ
った。ハーベーも demotu cordisを発表する時“余
は或る一部の人の朕妬から余に対して危害を加えられは
しないかを恐れるのみならず，余は全人類を敵にまわす
ことを恐れている"。 と言いながら敢然としてその結果 
感は何処にもない，1:;1を発表した。今日ではこうした悲 一 木のあいが鳴る"ということであろう。だから研究によ
それだけに軽率に発表してはならないのであろう。
一度発表すればいろいろと批判があるであろう。しか
しこれはハーベーのいう心ない人々との話し合いはしな
いのがよいのであろう。パークロフトはこうした場合い
つも“どうかやりかえて見て下さい"という。即ち発表
した上は次に真の追試者の出現するをまって，静かにそ
の意見を聞くのがよいのではあるまいか。
フォスターは酸素発見の先駆をして呼吸生理学の上に
大きな貢献をした。 Mayow(1643-1679)の項で“初期
の研究結果を発表してまもなく (25才)病の初めの兆
候がすでに元気をなくさせ，彼の手を重く，だらりと垂
れさせているのがうなづける。そうでなければ，出版か
ら死までの 10年間何か述べた筈だ， しかし沈黙してい
た。彼の精神が鋭敏であったのと同じ様に身体も強壮で
あったら，また科学分野における他の先覚者が達したほ
どの成熟した晩年を生きていたら，生理学の歴史もどん
なにか変っていたことであろう"。とその早逝を学開発
展の上で惜んでいる。研究する者も常に健康に留意して
出来るだけ長命であることが望ましいことを教えてい
る。
更にフォスターはその著の中に， Elementaの出版に
よって 18世紀までの生理学を大系づけた Haller(1708 
-1777)の 69才での死について“彼は最後まで自分の使
命に忠実で，自分の指を脈問の上において亡くなった"。
そしてベッドで看とっていた友人への最後の言葉は“動
脈は最早や脈を打たなくなった"であったと記した。
ここには研究する者は死の直前まで研究の心を忘れては
ならないことを教えている。
これ迄に研究の道を歩いた人々は謙虚の心の所有者で
あるのを知るのである。ベノレナ-)レはいろいろの称号と
名誉が彼の上に累積したにもかかわらず，彼は何ら誇る
様子もなく，依然として昔ながらの素朴で謙虚な人間で
あることを失わなかったと言われている。 63才のパー
クロフトは助手のセカーが“もう十分研究されたので，
そんなにあくせくしなくてもよいではありませんか"。
といったところ“君は何も知らないのだなあ，私にはま
だ何もわかっていないので，知りたい事でーばいなのだ
よ"。と言われた。叉思師であるシンシナチ一大学の 
M. H. Fischer (1879-1962)は生前その墓に“ INFINI-
TE BOOK OF SECRECIES A LITTLE 1 CAN 
READ IN NATURES "と刻まれた。こうしたことは
研究者は研究することによって謙虚な心を生み，この心
がよりよい研究を生み，また次の研究がまたこの心を生
むo この関係は“鐘が鳴るかよ，撞木が鳴るか，鐘と撞
って謙虚な心が生れない人々は間違った研究生活を送っ
ているのではあるまいか。真の研究者はこうした生、活を
死の直前まで続けるであろう。
心ある医師は所謂学者ではなく学徒であろう。学徒と
いうのは求道者である。これは真理即ち間違いのないも
のを求める人のことで，その一生漉の歩みをこのために
続ける人のことである。したがって学徒は求道の心とこ
れに対する蛾烈な情熱をもち続け，これへの心構え，即
ちそれへの哲学をもたなければなるまい。学徒はその一
生を通じて求めたものを一枚起請文として残すものであ
るo こうした人生行路が後輩に強く影響を及ぼし，この
道への後進べはもとより，更に他の道の人々への道しる
べとなるものでなければなるまい。世界的視野における
研究者というべき人はこうした人をいうのではあるまい
か。
今日本人の中にこれを求めれば，吉益東洞こそそのよ
うな人であることが呉秀三，富士川併の東洞全集や，そ
の他の著書からも窺われるのである。間違いのないもの
を求めることについては“誠の外に天なく，誠の外に聖
人なし"と述べた。
この求道への情熱には，東洞は 37才にしてその志を
述べんとして広島から京都に出た。しかし 7年間は志を
得るを得ずして，父母，妹を抱えて米贋屡々空しくなる
も“窮達は命なり，何ぞ憂うるに足らん，天斯道を喪は
ざらんとせば我をして餓死せしめじ，貧困窮乏するも宣
吾志を降して祖先を汚辱せんや"。また“たとえ餓死す
るともこの道世に行なわれば，吾生涯本望なり"。という
心境であった。これはガレンがローマ皇帝アウレリウス!
に戦場に供をするようにと命じられた時“自分は今脊髄
の実験中であるからぺと断ったことや，ロシアの1.P. 
Pavlov (1849-1936)は革命戦争の最中， 市街戦が始っ
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たので，助手たちはすべて逃亡した実験室で“荘、もまた
革命をやっている"とひとり実験を続けた。こうした先
進が真理探究への情熱を示した話と，東洞のそれとは同
じものであろう。叉彼が貧困のどん底にあって，人形作
りの内職で、やっと一家の糊口をしのいでいた時，友人村
尾氏らがその窮状を見かねて，佐禽候の侍医に斜旋し，こ
のことを喜んで報じたところ，東洞は“今余は我を知る
ものに非らざる者たるを知る"。 といって断った。そし
て“道を行ない， 道をたのしむ， 何んぞ貧を憂えん"。
とも言ったとのことである。これはフランスのキューリ
一夫妻が定まった職もなく，パリーの夜学校の薄暗い地
下室で実験をしていた時，ジュネーブ大学がその実情を
見て，夫妻を完備した研究室に教授として招l隠したいと
申し出たところ，夫妻はここが研究に一番ょいといって
断ったのと同じであろう。ここに東洞が学徒としての第
一義に生きた姿がしのばれる。
またその求道の心構えとして，彼の場合は研究への哲
学であるが，これには先ず“学子古訓乃有獲"である。
たとえばその著，古書医言を見ても多くの中国の古書，
ことに呂民春秋と左氏の扇鵠伝などに得るところがあっ
たようである。しかしこうしてこれまでの伝統をつい
で，さらに一歩出るために“書籍に泥みては生涯術を得
ること難し"といった。これは欧州において医学のルネ
ッサンスの先駆をなした 16世紀の Vesalius(1514-
1564)以来の真め学徒の心構えと同じものであろう。
これによって得たものは“万病ー毒，薬皆毒物，以毒
攻毒，毒去体佳， 初無益於元気也，何補言乎哉"。即ち
万病ー毒の説であった。これはその長子，吉益南涯 
(1749-1813)によって修飾されて気血水の弁となった。
これによると“気血水，是為三物，三物之精，循環則為
養，云々"即ち漢方における唯一の循環説というべきも
のである。法然はその死の 2目前， 建暦 2年正月 23日 
(1212)にその 80年の生涯を通じて求めたものを 253文
字の一枚起請文として残した。叉西欧の格言に“自分の
墓標は自分の言葉で"。 というのがあるが， ベJレナー Jレ 
(1878)の“細胞外液の恒常こそ生命のありかたであ
る"。というのと同じように， これは東洞のすばらしい
一枚起請文というわけであろう。
こうした彼の人生行路で， 46才にして初めて山脇東
洋の知遇を得て，京都三条通り東洞院西入に移って，号
も東洞と改めて医業を行ない始めた。 50才にして“類
家方"を著すや江戸，京阪地方を中心に 1カ月以内に l
万部を売りつくし， その名声は天下に知れ， 72才で没
するまでに門人 1000余を数えた。これらの門人に常に
“仲景の狐に化かされるな"といって先人の書や言葉を
鵜呑みにしないことを教え，それのみならず“吉益の舌
を守るな"とさえいった。これこそ後輩への道しるべと
しての至言というべきである。叉門人でない人々のため
に書いた類緊方は今日も中国において再版され，漢方医
へのパイプルの役目をなしつつある。まことに東澗の一
生こそ殊に医に志す人々へのよき道しるべではあるまい
カミ。
罷道とは医学をおさめ，医術を行なうものの心構えで
ある。これについては我国においては古代医学から仏教
伝来と共に仏教医学が伝えられて，医療は主として僧侶
によって行われた。こうした関係で，大和時代に書かれた
ものでは医師の心構えは慈悲心である。これには次の釈
迦の教えといわれるものがもとではあるまいか。 1)慈
悲心をもって看護し， 報謝を期待してはならない。 2)
病人に適する食物を与え，薬と食餌に細心の注意を払う
こと。 3)排他物など汚物をいやがらないこと。 4)病人が
わがままをしても許すべきである。 5)精神的慰安を与
えること。 6) 死ぬベき病人であっても死を知らせては
ならないこと。ここで気のつくことは 6)である。それ
は今日癌患者にその病名を知らせるかどうかについて議
論されているからである。次いで室町時代に書かれたも
のによると，これが慈仁となっている。これは中国医学
が盛んになって，孔子の教えが伝ったことによるのであ
ろう。即ち“生を求めて仁を害することなく，身を殺し
て仁を成すことにあり"。によって仁が加えられたので
あろう。これが江戸時代から儒教が隆盛になって，今日
いうところの医は仁術になったのである。尚中国医学に
ついては平安朝に伝来した孫思逝の千金方がある。これ
には 1)欲をすて，大慈側穏の心をもって含霊の苦を救
う。 2) 治を求めた者には貴賎貧富，長幼折櫨，怨親，
善友愚智を問わず，また昼夜，寒暑，飢渇，疲労をいと
わず一心に治療に当る。これこそ大医というべきであ
る。とある。この中で興味のあることは，含霊の苦を救
うということで，病気を治すのでなくて，生命ある病者
を治すということである。このことはペニシリンの発見
者 A.Fleming (1881-1955)も常に学生に患者はいの
ちある人であることを忘れるなと教えたといわれてい
る。更に江戸時代の末期から西洋医学の伝来により， ヒ
ポクラテスの誓調が伝えられた。 1) 医神アポロンおよ
びすべての神に誓う。 2) 純粋と神聖をもってわが生涯
を貫ぬき，わが術を行なう。 3) 有害であり，正しくな
いと思う方法を避ける。頼まれでも死に導くような薬は
与えない。 4) この誓・いを守りぬく限り，私はいつも医
術の実施を楽しみつつ生きてゆく。 5) 医に関すると否
とにかかわらず， 他人の生活について秘密を守る。 6) 
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いかなる患家を訪れるとも，それはただ病者を利益する
ためである。今日安楽死の問題が議論されているだけ
に，殊に興味のあるのは 3)の項目であろう。こうして
現在の日本の医道についての考え方は仏教，中国医学，
西洋医学を通じて混然一体になったものであろう。江戸
時代末期から明治時代へのものには，これを代表するも
のの一つに緒方洪庵の扶氏医戒の略がある。これには
“医の世に生活する人のためのみ， おのれがためにあら
ず。ということを其業の本旨とす"。 とあって今一つに
富士川悦起草による医緩がある。これには“慈悲を心と
して普く含霊の疾苦を救はむ"。 とある。即ち仏教医学
と中国医学によるものである。こうして戦前までの医道
は仁術といわれて貧しい人々への心やりであった。富士
川併の医織の中には色々と興味深い話があるが，その一
つに“小野寿l肝，人となり剛毅にして，和緩，節倹にし
て恩恵あり，歳時の謝金，挙げて家人に附して，啓き見
しことあらず。常に日く身聖賢にあらず，多少を以て厚
薄を生ずるを恐るるなり"。これは報酬の額を知ること
によって取扱いに差別を生じではならないということで
あろう。こうしたことはアメリカのコロンピア大学病院
でも，その人の収入によって治療費をとるのであるが，
これは直接患者を取扱う医師，看護婦その他には知らせ
ないとのことである。また“明和，安永の頃，津の国麻由
に義斉といえる老医あり，仁心ふかく遠となく，近とな
く，貧困の者の家に病人あれば，忽ち行って是を救い，
更に報酬を受けず，病後極貧のものには米薪など送りけ
る有様なれば，意には義斉貧しくなりて負債多くなりけ
る。この近郊に六右衛門とて豪農あり，大病に侵され
て，医療効なくやがて義斉を頼みければ，義背これを見
て，この病実にむづかし，さりながら我れ若し此病を治
したならば，汝何とするやと云いにしに，六右衛門苦し
き息の下より若し本望することあらば厚く御恩を報じた
てまつらむ。さて二十日許りにして其病全快しければ，
六右衛門大に喜び，早速金壱両を下僕に持たせて，報酬
として義背が方へ送りした，義背これを見て大に叱て日
く「六右衛門が命は壱両にて買はるるや，さても安き命
なり，左様なやすき命あらば我も多く買いおきたし，疾
く帰りて斯の如く告げよ」とありければ六右衛門大に驚
き，自ら行て義斉に面し今度小僕が命助り候は全く先生
の賜なり，奈何にして此報いか致すべきゃと問いけれ
ば，義斉日く「我家にいささかの負債あり，是等の負債
をのこらず汝が方より払うベし」と六右衛門詮方なく，
米家，薬百七八軒はせ廻り，負債残らず済しけるに，彼
此五六卜金を要せり。義斉大に喜びて日く「その米家，
薬庖の負債は我れ数十家の貧人に施したる米薬の余借な
り，汝今之を r~t う，この余徳汝が身に報いて，放は二十
余の寿を増したり J日々"。というのがある。 48年前シ
ンシナチ一大学での話であるが，或る外科医の所で患者
が虫様突起炎の手術を受けて 1000弗を請求されたので，
これは高いといったところ，君の命はそんなに安いのか
というと，不承不承支払ったとのことであった。叉ケン
ブリッヂ大学にいた時，ロンドンの日本大使館の人が病
気をして，医師の支払いが高すぎるので，あなたの先生
に話してくれないかということがあった。この時もパー
クロフト先生はその人の命はそんなに安いのかと同じよ
うなことをいわれた。とにかく洋の東西をとわず，報酬
がどうであろうと医家の患者に対する心は同じというこ
とになるのであろう。しかし戦後は社会保健制度になっ
て，医道の表現の仕方に変化が起った。東京慈恵、会医
院，済生会病院のような慈善病院はその存在の要を失し
た。こうした時， 昭和 34年， 東京での日本医学会総会
へシュヴァイツアー博士のメッセージが届いた。それに
よると“私の深く確信するところによれば，生命の維持
に力をつくす我々医師は人々に生命の尊厳を教え，また
このことによって人類を精神的，倫理的に一層高めるべ
き，特別の使命を帯びているのであります。そしてこの
高い精神によってこそ，現代の多くの困難な問題を理解
し，解決する力が人類に与えられるであろうことを私は
ふかく信ずるものであります"。 とあった。 このことは
医道に一つの目標を与えるものであると思われる。ここ
で思い出すのは 1968年ロンドンを訪ねた時， トラフプ
ルガーの広場で，大英博物館に向って右の通りへ出た処
に，マルチンスクェアーがあって，そこに白衣の看護婦
像があった。即ち Edith Cabell にめぐりあったこと
がある。このカーベルは第一次世界戦争の時 (1915)ベ
ルギーでナイチンゲール教育を行なっていた。その際ド
イツ軍のベJレギー侵入により，スパイの嫌疑で捕われ，
ブラッセ Jレの郊外で銃殺された。その時カーベJレがドイ
ツ兵に向って叫んだ言葉がこれに刻んであった。それは 
“Humanity! Patriotism is not enongh，1 must 
have no hatred or bitterness for any one." とし、
うのである。この人類愛こそは生命の尊厳を知ることで
あろう。
そこで生命の尊厳とは何であろうか。しかしこれは中
々難解なことだとも思える。法句経には“いのちは得が
たきを知り，生きがいを感ずる生活でなければならな
い"とあり，また礼賛文には“人身受け難し今すでに受
く，仏法聞き難し今すでに聞く，此身今生に向って度せ
ずんば，更に何れの生に向ってか，此身を度せん，大衆
もろともに至心に三宝に帰依したてまつるべし"。 とあ
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る。道元禅師も“無常を感ずることにより，今日，今が
大切になる，今のうちに学道をはげめ"という。聖書の
中にも“人が世界をもうけても， 自分の命を損をした
ら，なんの得になろうか， また人はどんな代価を払っ
て，その命を買いもどすことができょうか(マルコの福
音書)"とある。 しかしこれらはいづれも生命は得がた
いもので，失えばとりかえしがつかないものであるから
尊いというのであって，何故にかけがえがなければ，得
がたければ尊厳なのか，これへの確かな解答がないよう
である。シュヴァイツアーは医師は生命の尊厳を教えろ
というのであるから，医師は白からがそれを知らねばな
るまい。それにはどうすればよいのであろうか。内村鑑
三は，若い頃ニューイングランドのアマスト大学の学長
の礼拝における態度から受けた感化くらい大なるものは
なかったと述べている。この事は生命の尊厳を知る上
に，叉これを伝える上で大いなる示唆を与えるものでは
あるまいか。即ち好ましき人間形成と医学，医術への今
日の精進をなしつつある人が医学，医術を行う時に自づ
から生命の尊厳を体得し，無言のうちに人々にいのちの
尊厳を教えることになるのではあるまいか。若し人々が
生命の尊厳を体得すれば，真の平和が人類を訪れるの
で，これなしには平和はあり得ないのであろう。こうし
たことをシュヴプイツアーは我々に残したのではあるま 
u、か。
以上のことは，医道とは宗教心をもつことであり，人
のためにすることであり， 含霊の疾を治することであ
り，人類愛であり，生命の尊厳を教えることであった。
いづれにしてもこれらは医道の一つの現れであり，その
本質の一つの表現に過ぎないのであろう。我々医師の日
々は，医道の本質をその状況に応じて表現するように心
がけるものでなければなるまい。
医権とは社会に対し健康保持と医療を完全に行なう権
利のことである。今日資本主義では全ての職業は営利的
である。従って医を職業とするものにとっても決して例
外ではない。しかも医は現代社会の中であらゆる資源の
中で最も重要な人的資源をよりよい条件におく役割をな
すべきものである。その上いかなる人の世でも，いのち
あってのもの種である。だからどんな資源を提供する職
業よりも，その利益の配当への優先が保証さるべきもの
であろう。それについて思うことは， ロンドンのクリ
ミヤ広場に今も銅像としてランプをもって立っているナ
イチンゲールが，看護婦を志した 1850年頃の英国の看
護婦は病者の看護ということが人間至上の仕事の一つで
ありながら，人のきらう病人や汚物を世話するものと考
えられ，社会的にはどん底の扱いを受けていた。また自
らも酒を飲み，パクチはするといった手のつけられない
ものでもあった。こうした時代に貴族の娘で、あったナイ
チンゲ  ーjレはその 31才の時の日記に“看護婦となる以
外どんなことも自分の心を満たしてくれない。自分のこ
の願いがいれられねば， 死より他に望ましいことはな
い"と書いた。即ちナイチンゲールはかかる情熱によっ
て，教養と技術に精進して，今日も世界の看護婦の聖書
であるナイチゲール聖詞の実践により， uncon1pro-
mising doctrineとして精神的独立，経済的独立を位
に間い，かくして現在の英米の看護婦は高い地位と報酬
を勝ち得たのであった口これを見ても医師に高い価が払
われるためには，それに相当した価値を医師自身が培わ
ねばなるまい。即ち高い教養と知識と技術と心構えを身
につけることが先決であろう。一方医家，宗教家，法律
家は聖職とされて，中でも心ある医家はその最たるもの
として尊敬を受けて来た。それは心とからだを病んでい
る人が対象であるからである。だから世の中がどう変ろ
うと，場所がどこであろうと変ることのない事実であ
る。背から小医は病を治し，大医は国を医すといわれて
きた。これは大医は社会的立場に立つということであろ
う。こうした立場に立って社会に対し健康保持と医療を
完全にする権利があるのであると思われる。この権利こ
そ医家の最大使命ではあるまいか。現在如何なる医家と
雄も社会とのつながりに於いて，健康と医療を担当せね
ばなるまい，即ち病気のない社会への理想をもつべきで
あろう。現在の健康保険制度，国民保険制度が人々の健
康と医療を進める上で不適当であれば，社会のために，
これに根本的な改革を指導すべきであることは言をまた
ない。しかし今日では逆に指導されつつある，きらいが
あるのではあるまいか。こうした意味での，医家は社会
への指導者である権利があるのではあるまいか。吉益東
洞は当時医の修業に，ひたすら書を読むことに終始した
ことを嘆き“天下の医を治せざれば疾を救う功も大なら
ず"といい，これが警鐘を乱打するために京都に出た。
今日では“天下の医療制度を正さざれば，国民を救う功
大ならず"，というところではあるまいか。
あとがき
血小板の研究者として，また bedsideteachingの発
案者としてまた最も良識ある医家として今日もなお世界
の医家から尊敬を受けつつある William Osler (1849-
1919)が 60才を過ぎた頃，エーノレ大学々生へ講演した 
“A way of life"という小冊子がある。 1928年の或
る日シンシナチーの下町の古本屋でこれを見つけた。そ
の夜はこれを読み，考えて，まんじりともしなかったこ
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1::¥すのである。この中には“若い頃これからど:とを思い not yesterday，not tomorrow，on1y todayである。
うしょうかと考えていた時，たまたま図書館でカーラエ
ルの本を読んでいるうちに，自分は today を忘れて不
確かな tomorrowのことを考えていたのに気がつい
た。今日だけが確かに自分らの手にあるので，この今日
を大切に，今日に精進しなければならない。酒もたばこ
もやめて，今日を最上の条件において，ベストを尽すの 
がよいと思った。今私に何かよい過去があれば，それは
その今日を積み上げたものに過ぎないのであるo 即ち
今日にベストを尽すところにこそ輝しい過去があり，希
望ある未来がある"。と述べてある。 このことは我々医
を志す者は医道，医権を心に銘記して，好ましい人間形
成と医学，医術に今日の最善をつくすべきであることを
教えているのではあるまいか。最後に伝統ある千葉医学
雑誌にこの話の掲載を許可されたことに深い感謝の意を
表してこの稿を終りたいと思う。 (1976. 5. 17) 
